
一般会計歳入 

市では、皆さんに納めていただいた税金や国・県からの補助金などが、どのように使われているかを知っていただ

くため、年２回財政状況を公表しています。 

今回は平成３０年３月３１日現在の状況です。 

なお、平成３０年４月１日～５月３１日の２カ月の間で出納を整理した上で決算を行いますので、今回お知らせする数値

は平成２９年度決算額とは異なります。 

当初予算２０１億
８千万円に対し、前
年度からの繰越と
補正で、最終的に
予算額（予算現額）
は２０８億１，０６８万
円となりました。 
 
収入済額は１９９

億１，２４２万円で、予
算現額に対し９５.７
％の収入率、また
支出済額は、１８７
億３，４９７万円で、予
算現額に対し９０.０
％の執行率となっ
ています。 

項　　目 

税　目 収入済額 １人あたり 
の負担額 

１世帯あたり 
の負担額 

予算現額 
４/１～９/３０ １０/１～３/３１ 

収入済額 

市税内訳 市税の前年度比較 

平成３０年３月３１日現在の人口・世帯数　（住民基本台帳） 

人口……62,902人　　 世帯数……26,070世帯 

市 税  

国 庫 支 出 金  

地 方 交 付 税  

市 債  

県 支 出 金  

地方消費税交付金  

そ の 他  

市 民 税  

８４億５,６５８万円 

２９億６,９８３万円 

２１億５,０００万円 

１３億９,３４０万円 

１４億２,５３９万円 

１１億５,０００万円 

３２億６,５４８万円 

 

 

 

８４億４,０２３万円 

５０億７,３９５万円 ３３億６,６２８万円 

２８億２,４５３万円 
 １０億８,１９８万円 １７億４,２５５万円 

２３億２,２９８万円 

１５億４,５０３万円 ７億７,７９５万円 

８億８,０８０万円 

０円 ８億８,０８０万円 

１１億３,４４１万円 

１億５,６２６万円 ９億７,８１５万円 

１１億６,４０９万円 

６億６,０４４万円 ５億３６５万円 

３１億４,５３８万円 

１４億２,８４６万円 １７億１,６９２万円 

３７億６,８７６万円 

３６億９,４５９万円 

１億４,１１９万円 

３億８,９５５万円 

４億４,６１４万円 

８４億４,０２３万円 

５万９,９１５円 

５万８,７３６円 

２,２４５円 

６,１９３円 

７,０９２円 

１３万４,１８１円 

１４万４,５６３円 

１４万１,７１８円 

５,４１６円 

１万４,９４３円 

１万７,１１３円 

３２万３,７５３円 

固定資産税 

軽自動車税 

市たばこ税 

都市計画税 

計 

税　目 平成２９年度 
収入済額 

平成２８年度 
収入済額 

対前年度比 

市 民 税  ３７億６,８７６万円 

３６億９,４５９万円 

１億４,１１９万円 

３億８,９５５万円 

４億４,６１４万円 

８４億４,０２３万円 

３９億４,１２１万円 

３６億７,３４２万円 

１億３,５３１万円 

４億４,５１３万円 

４億４,７１５万円 

８６億４,２２２万円 

９５.６% 

１００.６% 

１０４.４% 

８７.５% 

９９.８% 

９７.７%

固定資産税 

軽自動車税 

市たばこ税 

都市計画税 

計 

問合　財政課財政Ｇ　1５５ー９６１６ 

平成29年度下半期財政状況を公表します 平成29年度下半期財政状況を公表します 
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一般会計歳出 

項　 　目 

会計名 予算現額 収入済額 支出済額 市債残高 

予算現額 
４/１～９/３０ １０/１～３/３１ 

支出済額 

民 生 費  

一 般 会 計  

土 地  

６１億８,８１６万円 

２３億１２万円 

１７億４,６９２万円 

１５億８,５０４万円 

１６億６,９４５万円 

７３億２,０９９万円 

２０８億１,０６８万円 

７４億６,２５２万円 

５１９万円 

５,６７７万円 

４９億１,５８０万円 

１５億２,１２６万円 

３４７億７,２２２万円 

１９９億１,２４２万円 

６８億６,７２９万円 

１,６４４万円 

５,１９９万円 

４９億７,６００万円 

１４億７,８９６万円 

３３３億３１０万円 

１８７億３,４９７万円 

６７億６,８５０万円 

２４４万円 

３,３５７万円 

４３億８,９８６万円 

１４億４,８８９万円 

３１３億７,８２３万円 

１５７億３,０６８万円 

ー　 

５４８万円 

１,０５９万円 

ー　 

ー　 

１５７億４,６７５万円 

 

国 民 健 康 保 険  

住宅新築資金等貸付事業 

コミュニティ・プラント事業 

介 護 保 険  

有 形 固
定 資 産  

区　分 上水道事業 下水道事業 病院事業 

無 形 固
定 資 産  
投 資  
そ の 他  

計 

企 業 債 の  
現 在 高  

６９億７,９６６万円 

３２万円 

３億３５９万円 

７２億８,３５７万円 

８９億４,８７０万円 

７０億１,５０５万円 １２１億５,０７５万円 

１９万円 １５億５,８３９万円 

０円 ３６万円 

７０億１,５２４万円 １３７億９５０万円 

３１億１０６万円 ７５億６,５３３万円 

財
産
状
況 

後期高齢者医療  

計 

５６億９,８８９万円 

７５７,６８１㎡ 

建 物  ２０５,６１４㎡ 

有価証券 １億１,０８０万円 

債 権  １億６,１２４万円 

基 金  １４億４,８６９万円 

総 務 費  

２５億７,３９０万円 ３１億２,４９９万円 
１７億６,４６９万円 

８億５,２１５万円 ９億１,２５４万円 

教 育 費  
１５億５,２２４万円 

６億５,４４１万円 ８億９,７８３万円 

衛 生 費  

１４億９,３２１万円 
７億１１０万円 ７億９,２１１万円 

公 債 費  

１５億２,８１４万円 
７億１,７７９万円 ８億１,０３５万円 

そ の 他  
６６億９,７８０万円 

３６億５,４４４万円 ３０億４,３３６万円 

１人あたり　２９万７,８４４円 
１世帯あたり７１万８,６４１円 

みなさんのために 
使われたお金 

一般会計および特別会計の状況 

平成２９年度企業会計 問合　上下水道部管理課  1５５ー９７２８／津島市民病院経営企画課 1２８-５１５１ 

区　　分 予算額 
４/１～９/３０ １０/１～３/３１ 

収入 

支出 

収
益
的 

収入 

支出 

資
本
的 

病院事業予算執行状況 

執行済額 

４７億１,８０４万円 ４７億１,７７０万円 

３９億２,３５５万円 ５３億３,４１６万円 

４億７,９７５万円 ６億３,０１６万円 

４億６,１９６万円 ４億９,２４７万円 

９４億３,５７４万円 

９２億５,７７１万円 

１１億９９１万円 

９億５,４４３万円 

９４億１,４４９万円 

９９億９,００８万円 

１２億７,０９５万円 

１１億４,２０３万円 

区　　分 予算額 
４/１～９/３０ １０/１～３/３１ 

４億５,２３２万円 ２億８,６９０万円 
収入 

１億４,６７２万円 ５億１,４１７万円 
支出 

収
益
的 

４億１,８９７万円 １１億３,９７４万円 
収入 

２億３,８４１万円 １５億５,０９６万円 
支出 

資
本
的 

執行済額 

７億３,９２２万円 

６億６,０８９万円 

１５億５,８７１万円 

１７億８,９３７万円 

７億４,８７４万円 

６億９,６８８万円 

１６億６,４６６万円 

１９億５,９４７万円 

 

上水道事業予算執行状況 

区　　分 予算額 
４/１～９/３０ １０/１～３/３１ 

６億２,６７２万円 ７億８,５２７万円 
収入 

４億５,１４４万円 ７億９,６５５万円 
支出 

収
益
的 

９８２万円 ７億８,３３８万円 
収入 

８,３７９万円 １１億７,９９９万円 
支出 

資
本
的 

執行済額 

１４億１,１９９万円 

１２億４,７９９万円 

７億９,３２０万円 

１２億６,３７８万円 

１３億６,８６４万円 

１２億８,７８５万円 

１１億１,３０７万円 

１６億４,３１３万円 

 

下水道事業予算執行状況 

企業会計の財産と企業債の状況 

財産の状況 

０円 

一時借入金 
一時借入金 
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問
合
　
市
民
病
院
管
理
課
管
理
Ｇ 

　
　
　
1
２８
ー

５
１
５
１
　
内
線
２
２
０
１ 

 
今
年
度
採
用
さ
れ
た
研
修
医
６
名 

〜
地
域
に
選
ば
れ
る
病
院
、 

　
　
　
　
　
医
師
に
も
選
ば
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
〜 

臨
床
研
修
医 

み
な
さ
ん
は
、「
研
修
医
」
と
呼
ば
れ
る
人

が
ど
ん
な
人
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。「
研
修
医
」

と
言
っ
て
も
学
生
で
は
な
く
、医
学
部
を
卒
業

後
、国
家
試
験
に
合
格
し
て
医
師
免
許
を
取

得
し
て
い
る
人
で
す
。 

昔
は
医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
た
ら
す
ぐ
、

医
師
と
し
て
現
場
で
診
療
に
従
事
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、現
在
の
医
師
臨
床

研
修
制
度
で
は
、診
療
に
従
事
し
よ
う
と
す

る
医
師
が
基
本
的
な
診
療
能
力
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
よ
う
、大
学
病
院
ま
た
は
厚
生
労
働

大
臣
の
指
定
す
る
病
院
で
２
年
間
以
上
の
臨

床
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 

津
島
市
民
病
院
は
臨
床
研
修
病
院
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

平
成
１５
年
１０
月
に
臨
床
研
修
病
院
と
し
て
指

定
を
受
け
、平
成
１６
年
度
１
名
の
受
け
入
れ

か
ら
始
ま
り
、平
成
２９
年
度
末
ま
で
に
６１
名
が

研
修
を
修
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、全
国
様
々

な
病
院
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、当
院
に

残
り
活
躍
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
。 

研
修
医
の 

　
　
　
１
日 

朝のカンファレンスの様子。 
救急医療部長による救急症例検討会で毎
日勉強です。 

上級医のマンツーマンの指導で縫合訓練
をしています。患者さんのけがを綺麗に縫
合します。　 

飯田医師 

平
成
３０
年
４
月
か
ら
私
た
ち
６
名
が
津
島

市
民
病
院
に
研
修
医
と
し
て
働
き
始
め
、３

カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。４
月
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
病
院
の
事
を
し
っ
か
り
学
び
、縫

合
訓
練
・
救
急
症
例
検
討
会
な
ど
勉
強
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療

科
で
の
研
修
が
始
ま
り
、５
月
か
ら
は
当
直

も
開
始
さ
れ
、研
修
医
と
し
て
の
仕
事
が
本

格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

現
在
そ
れ
ぞ
れ
が
各
診
療
科
に
て
、多
く

の
症
例
や
検
査
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
、指
導

医
の
先
生
方
か
ら
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
指
導
を

受
け
て
い
ま
す
。 

 

当直が始まり、最初は問診をしっかりとるこ
とも難しく、患者さんの前に立つのが不安で
した。２年目の研修医からのアドバイスをい
ただき、診察や検査部門などへの依頼などし
っかりフォローアップしてもらい安心して診
療ができます。 
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救急車で運ばれた患者さんを上級医の指
導のもと、初期対応を行います。 

当直時間帯の救急車以外は研修医が対応
します。 

こ
の
よ
う
に
毎
日
私
た
ち
は
病
院
の
ど
こ

か
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
の
健
や
か
な
生
活
の
た

め
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。 

杉本医師 

患者さんの生命に直結する
分野であり、気を引き締めて
研修に臨んでいます。責任の
大きい仕事ですが、その分や
りがいがあります。 

北川医師 

患者さんの言葉に耳を傾け、少しで

も不安を取り除ける医者になれたら

と思います。また医療従事者として

日進月歩の医療を学び続けこれから

の医療を支えていきたいです。 

平野医師 

外科はドクターの数も多く、多くの
症例を経験することができます。研
修では、１日２～３件の手術を行って
います。指導熱心な先生方が多く、
密度の濃いマンツーマン指導を受
けています。 

森医師 

患者さんの不安な気持ちを少しで
も和らげ、チーム医療の一員として
患者さんに寄り添った医療を提供し
たいと考えました。最近では、患者
さんから励ましのお言葉がとても嬉
しかったです。 

坂田医師 

最初に学んだことは、患者さんの立場になっ
て考える事でした。患者さんの立場になる
ことで本当に役立つ医療を提供することが
できます。医療とは病を治すものだと考え
がちですが、実際は患者さんの病気を含む
すべての悩みを解決する事だと考えています。 

現
在
、津
島
市
民
病
院
で
勤
務
し
て
い
る

研
修
医
は
、１
年
目
が
６
名
と
２
年
目
が
６
名
、

合
わ
せ
て
１２
名
で
す
。
様
々
な
診
療
科
を
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、毎
日
、外
来
か
ら

入
院
、そ
し
て
退
院
後
の
外
来
と
患
者
さ
ん

と
接
す
る
中
で
、「
チ
ー
ム
医
療
」
の
構
成
員

で
あ
る
医
師
と
し
て
の
幅
広
い
役
割
等
の
基

本
を
学
ん
で
い
ま
す
。
研
修
医
も
患
者
さ
ん

の
担
当
医
と
し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。
大
事

な
治
療
経
過
の
説
明
な
ど
は
上
級
医
と
と
も

に
行
い
ま
す
が
、担
当
医
で
あ
る
以
上
、単
独

で
簡
単
な
病
状
説
明
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。 ま

た
、平
日
夜
間
や
休
日
の
救
急
外
来
で

は
上
級
医
の
指
示
や
指
導
の
も
と
で
、ま
ず

研
修
医
が
対
応
し
ま
す
。
診
断
が
難
し
い
場

合
や
重
症
の
患
者
さ
ん
の
場
合
な
ど
は
、速

や
か
に
上
級
医
が
対
応
で
き
る
体
制
を
取
っ

て
い
ま
す
。 

研
修
医
が
対
応
し
て
い
る
と
聞
く
と
、不

安
を
感
じ
ら
れ
る
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、研
修
医
も
上
級
医
も
医
師
で
あ
り
、

市
民
病
院
の
チ
ー
ム
の
一
員
で
す
。 

患者さんの搬送のため、ドクターヘリが市民
病院の屋上に来ることもあります。 
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シリーズ 

～ みんなが見守り、助け合い　安心して暮らせるまち「つしま」 ～ 

問合　福祉課 
　地域包括ケアシステムＧ 
　1５５-９４７１ 
 

幅広い分野の関係者や市民が連携していくため、津島市の地域包括ケアシステムについて「方向性」「目指す姿」「それ
を実現するための主要な項目」をまとめ、「津島市地域包括ケアビジョン」を策定しました。 
今後、シリーズでビジョンの概要を紹介します。ビジョンは、市ホームページまたは市の施設でご覧になれます。 

重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で暮らし続けることができ
るように、医療・介護・予防・住まい・生活支援を一体的に提供する仕
組みが、地域包括ケアシステムです。 
これら５つの構成要素の関係は植木鉢の図で表されます。 
「医療や介護」など専門職によるサービスが増加する需要に対応してい
く（葉を育てる）には、生活の基盤となる「すまい」（鉢）がしっかりしなけれ
ばなりません。 
そして、専門職がそのサービスに専念できるように、「介護予防や生活

支援」が地域主体で取り組まれている（土が肥えている）必要があります。 
これらすべての基礎（鉢植えを下で受ける皿）となるのが、介護が必要
になったらどのように暮らしたいか本人が選択し、家族とともに心構えを持
っておくことです。 

「地域包括ケアシステム」を構成する５つの要素 

津島市の地域包括ケアシステムの方向性 
地域包括ケアシステムの５つの構成要素の関係を踏まえ、次の①～③を方向性として定めました。 

▲５つの構成要素の関係 

①全員が当事者 
　自分自身で考える 
 

「もし介護が必要になったら、どの
ような生活を送りたいのか」を自分自
身で選択できるように、本人と家族が
ともに理解し、心構えを持ちましょう。 
 
また、誰もがいずれ高齢者となるの
で、高齢者だけの問題ではなく、若い
人も考えておかなければならない問
題です。 
たとえば４０歳の人なら、要介護認

定率が高くなってくる７５歳に向けて、
「３５年後にどのようなまちであってほ
しいのか」「それを実現するために今
の自分に何ができるのか」を考える必
要があります。 

③障がい者や 
　子育て世代など 
　市民全体に対象 
　を拡大する 

少子高齢化が進むことにより、高齢
者だけでなく障がい者、子育て世代な
どあらゆる分野で支え手が不足する
と予測されます。 
今までのように、対象者ごとに類似

する支援策をつくる進め方では、支え
ることができなくなります。 
 
地域包括ケアシステムは、高齢者

が住み慣れた地域で暮らし続けるた
めの取り組みとして始まりました。そ
の仕組みは、障がい者や子育て世代
にも応用できると考えられます。 
今後、他の対象者にも地域包括ケ

アシステムを拡大していけるように、
検討を進めます。 

②市民が主体となり、 
　地域全体で考える 
 

①でそれぞれが考えた「将来のま
ち」と「今の自分にできること」を地域
で形にすることで、地域での支え合い
が可能となります。 
 
市や医療機関・介護事業所など関

係機関は、地域で考えられた将来像
を皆さんが実現するために必要な支
援を行います。 
 

※８月号からは、市の取り組みの重点項目を紹介する予定です。 

医療・看護 保健・
福祉
 

介護 
・ 

リハビリ 
テーション 

介護予防・生活支援

すまいとすまい方本人の選択と本人・家族の心
構え

第１回 津島市の地域包括ケアシステムの方向性 
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つしま歴史・文化のまちづくり提案事業補助金交付事業が決定 つしま歴史・文化のまちづくり提案事業補助金交付事業が決定 

つしま歴史・文化のまちづくり提案事業
公開審査会を、５月１２日 津島市観光交
流センターにて開催しました。昨年度に引
き続き、歴史・文化ゾーン（津島駅西地域）
のにぎわい・活力を創出することを目的と
した「歴史・文化ゾーンｄｅ夢まちづくり部門」
の募集を行いました。 
審査会では７団体から８事業の提案があ

り、そのうち下記の７事業に対し、補助金の
交付が決定しました。今後、平成３１年３月
までの期間に、各団体が事業を実施して
いく予定です。 
 
問合　つしま夢まちづくりセンター 
　　　1５８-４１３３ 

提案団体名 事業名 提案概要 

津島れんげの会 
津島・夏の宵の灯籠 
巡りと、 
もっと！でら寺巡り 

でら寺巡りの定期開催のほかに、灯籠作りワークショッ
プなど灯籠イベントを開催し、津島の夏の風物詩を創出
する。津島の魅力を発信するとともに、一年を通して観
光客を呼び込むため、寺に関する行事や見どころ等の
情報の取りまとめを行う。 

ＲＣＢ実行委員会 
マチナカ／レッドチョーク 
ボード／プロジェクト 

天王通りの空家・空地の利活用に向け、住民参加のワー
クショップを開催する。 
空家の壁等を赤い塗料で塗り、情報発信や交流など、ま
ちの溜まり場としてのスペースを創出する。 

津島紡町実行委員会 

津島ツムギマチ・ 
プロジェクト 
「Machiasobi 
　　　　　Session！」 

他の地域で様々なテーマのまちづくり活動に取り組む
方とのトークイベントや、ワークショップを開催し、津島
のまちづくり活動のきっかけを醸成する。 

津島の宝物ひろめ隊 
氷室作太夫家住居を 
再発見するプロジェクト 
そのⅡ 

市の指定文化財「氷室作太夫家住居」の効果的な利活
用案について、検討・研究会を昨年に引き続き開催し、
地域資源の磨き上げを行う。 
文化庁の作成要領を基に市民版の氷室作太夫家住居
保存活用計画を作成する。 

津島まちじゅう 
図書館の会 

情報の十字路 
プロジェクト 

他の地域でまちづくり活動に取り組んでいる方を交え
た交流会を開催する。まち歩きイベントを開催し、津島
の資源や情報の収集・保存を行い、プロモーション商品
を作成する。 

津島まちじゅう 
図書館の会 

市民版　まちじゅう 
美術館・博物館・資料館 
プロジェクト 

竹灯りや雛飾り作品を制作するワークショップや展示イ
ベントなど、市民参加型のイベントを実施し、交流する場
を作り、まちづくりへの交流・賑わい度を高める。 

ＥＡＳＴＥＲＳ 
（愛知県立津島東高等 
学校写真部ＯＢＯＧ会） 

高校生フォトワーク 
ショップ 
新・写真教室 
「君の写真は。」 

高校生を対象に津島の歴史と文化等に触れながら写真
撮影に関する講習会・交流会・展示会を開催する。各事
業を通して津島への愛着心を育む。 
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日時　８月２日  
　　　午前９時３０分～午後４時３０分 
場所　水の歴史資料館（名古屋市
千種区）、鍋屋上野浄水場（名古
屋市千種区） 

内容　施設見学 
対象　小学４～６年生とその保護者 
バス乗車地　愛西市役所、愛西市文
化会館駐車場または小牧市役所
午前９時３０分出発 

定員　３０人（応募多数の場合抽選） 
参加費　１人につき１００円 
その他　昼食は持参してください。 
申込　７月１０日 （消印有効）まで
に参加希望者の住所、氏名、年齢、
学年、連絡先、希望バス乗車地を
明記し、郵送またはメールで右記へ。 

家族で参加する 
水道施設見学ツアー 

 
日時　７月３０日  
　　　①午前１０時～正午 
　　　②午後１時３０分～３時３０分 
場所　日光川下流浄化センター（弥
富市） 
内容　浄化センターの見学、顕微鏡
観察、水質実験 
対象　小学生とその保護者 
定員　各３０人（定員になり次第締切） 
参加費　無料 
その他　動きやすい服装・運動靴、
上履き、タオル持参 
申込　７月２日 ～２０日 の午前１０
時～午後４時に電話で下記へ（土・
日曜日、祝日は除く）。 
問合　日光川下流浄化センター 
　　　1６８‐６１６２ 
 

夏休み親子下水道教室 
 
 

申込先　〒４８５‐０８１４ 
　小牧市古雅四丁目１１７ 
　小牧市役所上下水道部上下水道
経営課内尾張水道連絡協議会事
務局　1０５６８‐７９‐１３０５ 

　 suikeiei@city.komaki.lg.jp 
問合　上下水道部管理課管理Ｇ 
　　　1５５‐９７２８ 
 

問
合
　
児
童
科
学
館
　
1
２４
ー

８
７
４
３
 

夏の星空教室 

日時　８月１１日（土・祝） 
　　　午後７時～８時３０分 
内容　夏の星座の解説を聞き、惑
星や星座を実際に観察します。 

対象　小学生以上（小学生は保護
者同伴） 

定員　６０人（定員になり次第締切） 
参加費　無料 
申込　７月２０日 ～８月１０日 の
午前９時～午後５時（月曜日は除く）
に電話または直接児童科学館へ。 

昆虫展 

日時　８月４日 　 
　　　午前１０時～午後５時 
　　　８月５日 　 
　　　午前９時～午後４時 
内容　蝶やカブトムシなどの昆虫
の標本を展示します。ぬり絵な
どのコーナーもあります。 
対象　どなたでも 
参加費　無料 
申込　不要 
 

わくわく工作教室 

日時　８月４日  
　　　午後１時３０分～３時３０分 
内容　空き箱を利用してみんなで
「新幹線をつくろう！」 
対象　小学生以下（保護者同伴） 
定員　２０人（定員になり次第締切） 
参加費　無料 
申込　７月２０日 ～当日の午前９
時～午後５時（月曜日は除く）に
電話または直接児童科学館へ。 

親子deアニメ 

日時　８月７日 ～１０日  
　　　午後２時から２０分程度 
場所　プラネタリウム室 
内容　親子で楽しめるアニメを上
映します。上映内容はお楽しみに！ 

対象　どなたでも 
定員　９６人（定員になり次第締切） 
申込　不要 

プラネタリウム 
夏休み特別期間 

　期間中は一般利用のみとなります。 
期間　８月１日 ～１７日 （月曜日
は除く） 
時間　①午前１０時３０分から 
　　　②午後２時３０分から 
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日時　７月３０日 ・３１日 、８月２日 ・
６日 ・７日 ・８日 （全６回） 
　Ａコース　午前９時～１０時 
　Ｂコース　午前１０時３０分～１１時
３０分　 
場所　南文化センター 
内容　毛筆が基本ですが、１・２年生
は硬筆も選択できます。 
対象　市内在住の小学生 
定員　各コース２０人（定員を超え
た場合、抽選） 
受講料　無料 
 
 
 
日時　８月７日 午後１時３０分～午
後３時３０分 
　８月９日 午前９時３０分～１１時３０
分（全２回） 

場所　南文化センター 
内容　「発泡スチロールのトレイ」
を使って模型飛行機を作って飛ば
します。 
対象　市内在住の小学４～６年生（た
だし、２日間通して受講できる方） 
定員　１６人（定員を超えた場合、抽選） 
受講料　無料 
教材費　５００円（申込時に徴収） 
 
 
 
申込　７月９日 ～１０日 午前９時
～午後５時に所定の申込書に記入
の上、直接南文化センターへ。 

問合　南文化センター　1２４-６１６１ 
 

 
日時　７月２１日 ～３１日 （２２日 、
２９日 は除く）※雨天中止 
　午前６時２５分～６時４０分 
場所　天王川公園野外ステージ前 
内容　みんなの体操とラジオ体操
第１、第２ 
指導者　スポーツ推進委員 
主催　市教育委員会 
問合　社会教育課スポーツ振興Ｇ 
　　　1５５-９４２８ 
 
 
夏の暑さをゾッと涼しくしませんか？
今年も児童館でおばけやしきを行
います。小さいおばけも登場します。 
日時　７月２８日 ・２９日  
　　　午前１０時～正午 
　　　午後１時～３時 
場所　中央児童館 
申込　不要（当日受付） 
主催　ボランティアサークル若竹、
　津島レクリエーション研究会「飛鳥」 
問合　中央児童館　1２６-３５４０ 
 

おばけやしき 

おばけやしき 

①夏休み児童書道教室 

南文化センター教室 

親子ふれあい陶芸体験 

みんなのラジオ体操 

②夏休み児童造形教室 

①②共通 

 
 
日時　８月５日 　 
　　　午前９時３０分～午後０時３０分 
場所　中央公民館 
内容　動物クリームパン、ハムロール、
ロールパンを焼きます。 
受講料　１,０９０円（教材費７００円を
含む） 
対象　市内在住の小学生と保護者 
定員　１０組 
申込　７月１４日 午前８時４５分～９
時に直接中央公民館へ。 

受付開始時間　午前９時 
・受付開始時点において定員を超
えた場合は即時抽選。 
・受付当日、定員に達しなかった場
合は、受付日以降も受け付けます
（定員になり次第終了）。 
問合　中央公民館　1２６-２８２８ 
 
 

中央公民館 
夏休み親子パン教室 

 

日時・内容　右表のとおり 
場所　わざ・語り・伝承の館 
対象　市内在住の小学生（３年生
以上）とその保護者 

定員　１班・２班各５組（定員を超
えた場合は抽選） 
材料費　１組１,５００円（４日間分） 
主催　陶芸クラブ（津島市老人ク
ラブ連合会） 
申込　７月２日 ～１２日 （ただし、
月～木曜日の午前９時～正午）
に電話または直接下記へ。 
問合　わざ・語り・伝承の館 
　　　1２８‐５３１１ 

１
班 

２
班 

１
・
２
班
合
同 

１
・
２
班
合
同 

７月３０日
３１日 午後１時 

～４時 

午後１時 
３０分～ 
３時 

午後２時 
～３時 

作品の 
制作 

作品の 
絵付け 

作品の 
完成・ 
交流会 

８月４日
５日

８月１８日

８月２５日

日　程 時　間 内　容 
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